
広
報
ふ
な
は
し
第
５
０
０
号
で
す
！

舟
橋
村
立
舟
橋
村
保
育
所
の
子
ど
も
達
と
先
生
の
み
な
さ
ん
で
、
“５
０
０
”を
作
り
ま
し
た
。

12
月
号

目
次

2015
第
 500 号

舟
橋
村
表
彰
式
・
12
月
村
議
会
日
程
等
…
２
　
舟
橋
村
文
化
祭
…
３
　
ふ
な
は
し
の
地
方
創
生
…
4・
5　

村
内
ニ
ュ
ー
ス
…
６
　
村
史
に
拾
う
…
７
　
バ
ン
ド
リ
ー
カ
レ
ン
ダ
ー
…
８
　
お
知
ら
せ
の
ペ
ー
ジ
…
９
～
11　

ほ
け
ん
だ
よ
り
…
12　

図
書
館
・
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
…
13　

12
月
ご
み
収
集
日
表
…
14



第４回 舟橋村表彰式
　
11
月
３
日（
火
・
祝
）、
村
政
の

発
展
に
多
大
な
ご
尽
力
を
い
た
だ

い
た
皆
様
を
表
彰
す
る
第
４
回
舟

橋
村
表
彰
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し

た
。
会
場
の
舟
橋
会
館
大
ホ
ー
ル

に
は
、
村
民
の
皆
さ
ん
が
多
数
出

席
さ
れ
、
交
通
安
全
や
防
犯
、
行

政
相
談
、
地
方
自
治
な
ど
の
各
分

野
に
お
い
て
永
年
に
わ
た
り
精
励

さ
れ
た
受
賞
者
の
功
績
や
活
躍
を

称
え
ま
し
た
。

受
賞
者
の
皆
さ
ん
の
主
な
功
績
概
要
は

次
の
と
お
り
で
す
。�

（
順
不
同
）

【
善
行
表
彰
】�

竹
嶋

吉
さ
ん（
舟
　
橋
）

【
特
別
表
彰
】�

山
岸
克
彦
さ
ん（
海
老
江
）

�

山
㟢
知
信
さ
ん（
東
芦
原
）

�
野
村
信
夫
さ
ん（
佛
生
寺
）

　
永
年
に
わ
た
り
上
市
区
域
交
通
安
全
協
会
舟
橋

支
部
長
・
中
新
川
地
区
防
犯
協
会
舟
橋
支
部
長
と

し
て
尽
力
さ
れ
、
安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
に
貢

献
さ
れ
ま
し
た
。

　
永
年
に
わ
た
り
行
政
相
談
委
員
と
し
て
、
地
域

住
民
の
行
政
に
関
す
る
苦
情
等
の
相
談
業
務
に
尽

力
さ
れ
ま
し
た
。

　
永
年
に
わ
た
り
舟
橋
村
議
会
議
員
と
し
て
尽
力

さ
れ
、
地
方
自
治
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　
永
年
に
わ
た
り
舟
橋
村
議
会
議
員
と
し
て
尽
力

さ
れ
、
地
方
自
治
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

新年祝賀式典のご案内
　輝かしい平成28年の新春を祝い、限り
ない村の発展を祈念する「新年祝賀式典」
を下記のとおり挙行いたします。皆様の
ご参加をお待ちしております。

日時　平成28年１月１日㈷ 午前９時30分
場所　舟橋会館大ホール

12月村議会のお知らせ
　舟橋村議会12月定例会が下記の日程で開催されます。
　　12月７日㈪　本会議（提案理由説明）午前９時～
　　12月14日㈪　本会議（�一般質問、質疑、議案等の委員

会付託）午前９時～
　　12月15日㈫　総務常任委員会
　　12月16日㈬　産業建設常任委員会
　　12月18日㈮　本会議（�委員長報告、討論、採決）
　　　　　　　　　　　　� 午前10時～

受賞された皆さんに、金森村長から
表彰状と記念品が手渡されました

おめでとうございます

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度

皆
さ
ん
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
お
知
ら
せ
す
る

通
知
カ
ー
ド
の
受
け
取
り
に
つ
い
て

通
知
カ
ー
ド
の
郵
送
が
完
了
し
ま
し
た
。

　
通
知
カ
ー
ド
は
も
う
受
け
取
り
に
な
り
ま

し
た
で
し
ょ
う
か
。
受
け
取
り
に
な
ら
れ
て

い
な
い
場
合
は
、
左
記
の
手
順
を
参
考
に
通

知
カ
ー
ド
を
受
け
取
り
下
さ
い
。

通
知
カ
ー
ド
受
け
取
り
手
順

①
舟
橋
村
役
場 

生
活
環
境
課
へ

お
越
し
く
だ
さ
い
。

受
け
取
り
が
で
き
る
の
は
、
世
帯
主

及
び
世
帯
員
の
方
で
す
。
た
だ
し
、

委
任
状
が
あ
れ
ば
、
代
理
の
方
で
も

受
け
取
り
が
で
き
ま
す
。

②
窓
口
に
て
本
人
確
認

本
人
確
認
に
は
免
許
証
や
保
険
者
証

等
が
必
要
で
す
。

③
通
知
カ
ー
ド
を
受
け
取
り

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
関
す
る
問
い
合
わ

せ
・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
詳
細
は

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

�

☎
０
５
７
０
―
２
０
―
０
１
７
８

Ｈ
Ｐ http://w

w
w
.cas.go.jp/jp/seisaku/

bangoseido/index.htm
l

問
い
合
わ
せ
先　
生
活
環
境
課　
田
中（
宏
）

�

☎
４
６
４
―
１
１
２
１
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第35回　舟
橋村文化祭

“学びとふれあい”
文化の香り豊かなくらしを築こう！

　11月３日（火・祝）、舟橋会館では35回目を迎えた「舟橋村文化祭」が開催されました。子ども達、
各種団体の作品展示やステージ発表、販売コーナーのほか、恒例の文化講演会では秋山仁さんによる
「柔らかな頭で発想の転換を」の講話もあり、会場は多くの親子連れなどで賑わいました。

文化講演会「柔らかな頭で発想の転換を」秋山　仁氏

ふなはし　2015.123



２
０
６
０
年
の
人
口
を
推
計
、

今
後
５
か
年
の
取
組
み
計
画
を

策
定
し
ま
し
た

　
村
で
は
、
国
と
地
方
が
推
し
進
め
る
「
地
方

創
生
」
に
取
り
組
ん
で
行
く
に
あ
た
り
、
そ
の

課
題
を
整
理
し
、
人
口
の
現
状
分
析
と
将
来
の

見
込
み
を
推
計
し
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
人
口

構
造
を
維
持
す
る
た
め
、
２
０
６
０
年
ま
で
を

計
画
期
間
と
し
た
「
舟
橋
村
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」

を
策
定
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
こ
の
長
期
的
な
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
を
踏

ま
え
た
、
今
後
５
か
年
の
目
標
や
施
策
の
基
本

的
方
向
、
具
体
的
な
取
組
み
を
ま
と
め
た
「
舟

橋
村
総
合
戦
略
」
を
合
せ
て
策
定
し
ま
し
た
。

■舟橋村人口ビジョン（概要）

2,967

2,967

3,072
3,119

3,179 3,191 3,223 3,253 3,267 3,261 3,220

3,155

2,921 2,877
2,814

2,740
2,667

2,591

2,499

2,380

2,229

2,058
2,000

2,200

2,400

2,600

2,800

3,000

3,200

3,400

3,600

2010年
(H22)

2015年
(H27)

2020年
(H32)

2025年
(H37)

2030年
(H42)

2035年
(H47)

2040年
(H52)

2045年
(H57)

2050年
(H62)

2055年
(H67)

2060年
(H72)

◆人口ビジョンの目標人口

▲現状に基づく推計人口目標人口は
3,155人

(人)

（※）

（※2010年国勢調査人口を基準に推計）

少
子
高
齢
化
の
到
来

転
入
の
促
進
と
出
生
率
向
上

　
舟
橋
村
は
、
１
９
８
９
年
（
平
成
元
年
）
か

ら
始
ま
っ
た
宅
地
開
発
に
よ
り
、
転
入
す
る

人
々
が
増
え
、
人
口
は
約
１
４
０
０
人
か
ら
約

３
０
０
０
人
へ
倍
増
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
こ
こ
数
年
間
、
転
入
は
や
や
低
調
、

人
口
も
横
ば
い
状
態
が
続
い
て
お
り
、
村
独
自

の
推
計
に
よ
る
と
、
こ
の
ま
ま
で
は
２
０
６
０

年
に
人
口
が
３
分
の
２
に
減
少
し
、
深
刻
な
少

子
高
齢
化
が
訪
れ
ま
す
。

　
村
の
将
来
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
、
引
き
続
き

子
育
て
世
代
の
転
入
促
進
を
図
り
な
が
ら
、
持

続
可
能
な
地
域
社
会
の
構
築
を
目
指
し
て
い
く

方
向
を
基
本
と
し
ま
す
。

　
今
後
、
将
来
に
渡
っ
て
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た

人
口
構
造
を
維
持
し
て
い
く
た
め
、
計
画
的
な

子
育
て
世
代
の
転
入
を
促
進
し
、
同
時
に
子
育

て
世
代
に
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
住
環
境
整
備
を
計

画
的
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
転
入
の
促
進
だ
け
で
な
く
、「
も

う
一
人
産
み
た
い
」
と
思
え
る
地
域
づ
く
り
を

進
め
、
出
生
数
を
増
や
す
こ
と
で
、
２
０
６
０

年
の
目
標
人
口
３
１
５
５
人
を
目
指
し
ま
す
。

42015.12　ふなはし



■舟橋村総合戦略（概要）

「舟橋村人口ビジョン」と「舟橋村総合戦略」は、村ホームページに掲載しています。ぜひご一読ください。

キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
子
育
て
共
助
」

　

子
育
て
を
通
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
立
場
で
結
び
つ
き
、
そ
れ
ぞ
れ

の
希
望
が
実
現
す
る「
子
育
て
共
助
」の
地
域
社
会
を
目
指
し
ま
す
。

　
産
・
学
・
官
・
金
・
住
民
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
つ
く
り
、

「
転
入
」、「
出
産
・
子
育
て
」、「
地
域
づ
く
り
」、「
産
業
振
興
」
に

関
わ
る
施
策
を
展
開
し
ま
す
。

基
本
目
標
１

基
本
目
標
３

　
子
育
て
世
代
等
の

�

転
入
を
促
進
す
る　

エ
イ
ジ
レ
ス
世
代
※
が

�

輝
く
地
域
を
つ
く
る

　
「
出
産・育
児
」や「
子
供
の
教
育
」、「
家

族
と
の
つ
な
が
り
」、「
地
域
と
の
つ
な
が

り
」
な
ど
を
大
切
に
す
る
独
身
者
や
家
族

が
主
に
県
内
か
ら
集
ま
る
地
域
を
目
指
し

ま
す
。

○
「
子
育
て
共
助
」
の
基
本
理
念
に
適
合
す

る
住
宅
開
発
や
空
き
家
の
活
用
促
進
等
、

住
宅
の
安
定
供
給
を
推
進

○
「
子
育
て
共
助
」
の
基
本
理
念
に
適
合
す

る
人
々
の
転
入
に
対
し
て
官
民
連
携
で
支

援

　
エ
イ
ジ
レ
ス
世
代
が
子
育
て
支
援
活
動

に
参
画
し
た
り
、
他
の
地
域
活
動
に
参
画

し
た
り
す
る
な
ど
、
様
々
な
主
体
と
の
新

し
い
つ
な
が
り
が
生
ま
れ
て
、
生
き
が
い

が
実
感
で
き
る
地
域
を
目
指
し
ま
す
。

○
エ
イ
ジ
レ
ス
世
代
が
、
子
育
て
支
援
活
動

や
地
域
活
動
に
参
加
す
る
き
っ
か
け
を
つ

く
り
、
エ
イ
ジ
レ
ス
世
代
の
活
動
リ
ー
ダ

ー
を
育
成

※
エ
イ
ジ
レ
ス
世
代
：
子
ど
も
の
独
り
立
ち
や
自
ら
の

定
年
退
職
な
ど
に
よ
っ
て
、
地
域
で
過
ご
す
時
間
が

増
え
て
き
た
層
を
指
す
。

基
本
目
標
４

舟
橋
ら
し
さ
を
活
か
し
た

�

地
域
産
業
を
振
興
す
る

　
舟
橋
村
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
振
興

と
、
県
内
企
業
な
ど
に
よ
る
子
育
て
支
援

を
切
り
口
と
し
た
Ｃ
Ｓ
Ｖ
※

事
業
の
創
出

を
支
援
し
ま
す
。

○
農
業
の
村
外
へ
の
販
売
拡
大
を
図
り
、
担

い
手
を
育
成

○
村
を
モ
デ
ル
と
し
て
、
子
育
て
支
援
を
切

り
口
と
し
た
Ｃ
Ｓ
Ｖ
事
業
の
創
出
を
支
援
・

拡
大

※
Ｃ
Ｓ
Ｖ
：
地
域
課
題
の
解
決
と
企
業
の
利
益
、
競
争

力
向
上
を
両
立
さ
せ
、
社
会
と
企
業
の
両
方
に
価
値

を
生
み
出
す
こ
と
を
目
指
す
新
た
な
経
営
理
念

基
本
目
標
２

　
出
産
・
子
育
て
の

�

希
望
を
実
現
す
る　

　
舟
橋
村
で
な
ら
「
子
育
て
に
十
分
な
時

間
を
か
け
る
こ
と
が
で
き
る
」、
舟
橋
村

で
な
ら
「
も
う
１
人
子
供
を
産
み
た
い
」

と
い
う
、
出
産
・
子
育
て
の
希
望
が
実
現

す
る
地
域
を
目
指
し
ま
す
。

○
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
や
保
育
所
（
園
）、

認
定
こ
ど
も
園
、
図
書
館
で
の
子
育
て
支

援
サ
ー
ビ
ス
を
充
実

○
妊
婦
健
診
や
不
妊
治
療
、
多
子
世
帯
支
援

等
に
よ
る
出
産
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
充
実

 
 

 子育て共助 子育て共助 

ＮＰＯ 

民間企業 

マスコミ 

大学 

行政 

エイジレス世代 
金融機関

子育て 

世代 
昔からの 

住民 

 

高質な子育て
支援環境 シビック・ 

プライド
地域での役割

発見CSV事業 
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村内ＮＥＷＳ
ニュース

　
富
山
市
で
平
成
27
年
度
富
山
県
農

林
漁
業
功
労
者
表
彰
式
が
行
わ
れ
、

前
舟
橋
村
農
業
委
員
会
会
長 

明
和

善
一
郎
さ
ん
（
海
老
江
）
が
多
年
に

わ
た
り
農
業
委
員
会
会
長
を
務
め
、

地
域
農
業
の
振
興
に
寄
与
し
た
功
績

を
称
え
ら
れ
、
富
山
県
知
事
よ
り
富

山
県
農
林
漁
業
功
労
者
表
彰
が
授
与

さ
れ
ま
し
た
。

　
舟
橋
村
母
子
保
健
推
進
員
協
議
会
（
野
中
裕

美
子
会
長
）
の
日
頃
の
活
動
が
認
め
ら
れ
、「
い

き
い
き
と
や
ま 

第
28
回 

健
康
と
長
寿
の
祭

典
」
の
表
彰
式
で
、
母
子
保
健
推
進
員
を
代
表

し
て
、吉
川　
久
美
子
氏
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

舟
橋
村
母
子
保
健
推
進
員
協
議
会
は
、『
親

子
の
笑
顔
と
き
ず
な
を
見
守
り
隊
』
を
重
点
目

標
に
活
動
を
行
な
っ
て

こ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
も
、
舟
橋
村
の
親

子
の
笑
顔
が
増
え
、
楽

し
く
子
育
て
が
で
き
る

地
域
づ
く
り
の
た
め
に

ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　

舟
橋
村
体
育
協
会
（
杉
田 

勲
会
長
）
が
主
催

す
る
第
35
回
村
民
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
大
会
が
舟
橋
中

学
校
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
誰
も
が
気
軽
に
体

を
動
か
せ
る
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
普
及
し
て
い
る

「
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
」。
村
内
各
地
か
ら
男
子
の
部
12

チ
ー
ム
、
女
子
の
部
４
チ
ー
ム
が
エ
ン
ト
リ
ー
。

選
手
の
皆
さ
ん
が
熱
戦
を
展
開
し
ま
し
た
。

［
大
会
結
果
］

　
男
子
の
部　
優
勝　
舟
橋
Ｂ

　
　
　
　
　
　
次
勝　
竹
鼻

　
女
子
の
部　
優
勝　
海
老
江
・
竹
鼻

　
　
　
　
　
　
次
勝　
東
芦
原
Ｂ

　
最
優
秀
選
手

　
男
子
の
部　
稲
生　
吉
智
（
舟
橋
）

　
女
子
の
部　
大
田　
愛
美
（
竹
鼻
）

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

�

農
林
漁
業
振
興
会
長
表
彰
　
受
賞

舟
橋
村
母
子
保
健
推
進
員
協
議
会
　

　「
富
山
県
知
事
厚
生
部
門

�

功
労
表
彰
」
受
賞

村
民
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
大
会 

開
催

11
月
７
日
㈯

11
月
10
日
㈫

11
月
15
日
㈰

舟
橋
小
学
校
　
と
や
ま
環
境
チ
ャ
レ
ン
ジ
10
　

�

リ
サ
イ
ク
ル
施
設 

見
学

10
月
27
日
㈫

　
舟
橋
小
学
校
４
年
生
が
、
地
球
温

暖
化
問
題
を
学
ぶ
“
と
や
ま
環
境

チ
ャ
レ
ン
ジ
10
”
の
環
境
チ
ャ
レ
ン

ジ
教
室（
後
期
）で
、
リ
サ
イ
ク
ル
施

設
の
見
学
を
し
ま
し
た
。
空
き
缶
の

分
別
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
チ
ッ
プ
化

な
ど
を
見
学
し
、
リ
サ
イ
ク
ル
の
大

切
さ
を
学
び
ま
し
た
。ま
た
、リ
サ
イ

ク
ル
作
業
の
大
変
さ
も
再
確
認
し
ま

し
た
。
今
後
も
ゴ
ミ
と
し
て
捨
て
る

の
で
は
な
く
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
等
、

ゴ
ミ
の
分
別
や
少
量
化
を
続
け
て
い

き
ま
す
。

第
35
回
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全
て
下
荒
又
村
領
で
白
岩
川
か

ら
取
水
す
る
孫
兵
衛
用
水
に
よ

っ
て
養
わ
れ
て
い
る
」
と
あ
り

ま
す
。
孫
兵
衛
用
水
を
利
用
し

て
い
る
村
は
他
に
小
島
村
と
清

水
堂
村
が
あ
り
ま
し
た
が
、
い

ず
れ
も
村
の
一
部
の
田
を
潤
す

に
す
ぎ
ま
せ
ん
で
し
た
。
全
面

的
に
孫
兵
衛
用
水
の
水
で
稲
作

を
行
っ
て
い
る
の
は
、
上
川
原

村
だ
け
で
し
た
。
し
か
も
上
川
原
村
の
百

姓
は
孫
兵
衛
だ
け
（
他
の
一
軒
は
頭
振
）

だ
っ
た
の
で
、
孫
兵
衛
と
孫
兵
衛
用
水
に

は
特
別
な
結
び
つ
き
を
感
じ
ま
す
。
し
か

し
残
念
な
が
ら
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
、
そ

の
“
特
別
な
結
び
つ
き
”
の
内
容
を
捉
え

る
こ
と
は
で
き
て
い
ま
せ
ん
。

◆　
孫
兵
衛
用
水
の
そ
の
後

　
孫
兵
衛
用
水
も
、
安
政
五
年
の
震
災
に

よ
っ
て
上
川
原
村
の
田
畑
と
共

に
被
害
に
あ
い
ま
し
た
。
し
か

し
、
全
壊
滅
し
た
わ
け
で
は
な

く
、
清
水
堂
村
以
南
の
部
分
は

水
路
が
残
っ
た
よ
う
で
、
孫

兵
衛
屋
敷
が
載
っ
て
い
る
絵

図
（
上
図
）
に
も
清
水
堂
村
領

内
を
流
れ
る
孫
兵
衛
用
水
が
描

か
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
今
日

ま
で
、
こ
の
用
水
は
様
々
に
形

を
変
え
て
活
用
さ
れ
て
き
ま
し

た
。

　
清
水
堂
橋
の
脇
に
圃
場
整
備

竣
工
記
念
碑
が
あ
り
ま
す
が
、

そ
の
上
に
は
孫
兵
衛
用
水
の
記

念
碑
（
写
真
）
が
載
っ
て
い
ま

す
。
碑
面
に
書
か
れ
た
内
容
を

宮�

本　
幸�

江
（
み
や
も
と　
ゆ
き
え
）

元
富
山
県
史
編
さ
ん
室
嘱
託
と
し
て
県
史

近
世
編
の
調
査・編
集
に
従
事
。近
世
担
当
。

富
山
市
婦
中
町
在
住
。

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
サ
イ
ホ
ン
と
の
連

繋
は
な
く
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
サ
イ

ホ
ン
は
現
在
も
機
能
し
て
い
る
と
の
こ
と

で
す
。
そ
し
て
、
こ
の
サ
イ
ホ
ン
を
設
置

す
る
に
至
る
経
緯
を
た
ど
れ
ば
、
安
政
の

大
地
震
、
白
岩
川
の
河
川
改
修
と
そ
れ
に

伴
う
舟
橋
地
区
と
清
水
堂
地
区
と
の
間
の

ト
ラ
ブ
ル
と
い
っ
た
歴
史
の
一
ペ
ー
ジ
が

見
え
て
く
る
の
で
す
。
今
日
で
は
、
そ
の

存
在
を
知
る
人
も
少
な
く
な
っ
た
孫
兵
衛

用
水
で
す
が
、
こ
の
地
域
の
移
り
変
わ
り

を
ひ
っ
そ
り
と
見
つ
め
な
が
ら
、
今
も
流

れ
て
い
ま
す
。

も
と
に
、
当
用
水
の
そ
の
後
の
変
遷
の
一

部
を
た
ど
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
明
治
四
十
一
年
（
一
九
〇
八
）
白
岩
川

の
改
修
が
行
わ
れ
、
白
岩
川
が
清
水
堂
地

内
を
横
切
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
清
水

堂
で
は
水
田
九
町
三
反
が
対
岸
の
土
地
と

な
っ
た
た
め
、
孫
兵
衛
用
水
の
水
を
橋
梁

に
架
設
し
た
懸
樋
で
対
岸
へ
導
き
、
こ
の

土
地
の
灌
漑
に
あ
て
て
い
ま
し
た
が
、
昭

和
九
年
（
一
九
三
四
）
白
岩
川
の
氾
濫
に

よ
り
、
橋
梁
・
懸
樋
共
に
流
失
し
て
し
ま

い
ま
し
た
。
こ
れ
よ
り
以
前
、
清
水
堂
地

区
で
は
孫
兵
衛
用
水
を
補
う
た
め
、
白
岩

川
対
岸
に
新
た
な
用
水
路
を
開
鑿
し
て
い

ま
し
た
が
、
こ
の
用
水
路
の
敷
地
が
舟
橋

村
民
の
所
有
で
あ
る
た
め
、
敷
地
料
を
め

ぐ
っ
て
十
年
来
の
係
争
と
な
っ
て
い
ま
し

た
。
そ
こ
で
昭
和
十
年
に
巨
費
を
投
じ
、

孫
兵
衛
用
水
の
水
を
全
長
六
十
ｍ
の
サ
イ

ホ
ン
に
よ
っ
て
白
岩
川
を
横
断
さ
せ
て
対

岸
に
送
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
以
上
が
石
碑
に
記
載
さ
れ
て
い
る
内
容

で
あ
り
、
サ
イ
ホ
ン
の
完
成
を
記
念
し
て

建
て
ら
れ
た
の
が
こ
の
石
碑
で
し
た
。
戦

後
、
上
条
郷
の
用
排
水
路
が
整
備
さ
れ
、

孫
兵
衛
用
水
は
排
水
路
と
し
て
の
み
利
用

◆　
孫
兵
衛
と
孫
兵
衛
用
水

　
前
号
で
は
孫
兵
衛
と
上
川
原
村
、
そ
し

て
白
岩
川
の
川
筋
に
つ
い
て
考
察
し
ま
し

た
。
今
回
は
、
そ
の
名
称
か
ら
孫
兵
衛
と

の
関
連
が
想
像
さ
れ
る
「
孫
兵
衛
用
水
」

に
注
目
し
て
み
ま
し
た
。

　
杉
木
文
書
の「
文
政
八
年（
一
八
二
五
）

新
川
郡
石
割
村
弥
助
組
村
鑑
（
む
ら
か
が

み
）
帳
」
に
は
、「
上
川
原
村
の
水
田
は

村
史
に
拾
う　
⑱

安
政
五
年

�

飛
越
大
地
震
に
拾
う 

⑵

�

村
史
編
さ
ん
委
員
　
宮
本　
幸
江

「上条用水土地改良区　水門管理マップ」より

孫兵衛用水孫兵衛用水孫兵衛屋敷孫兵衛屋敷
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舟橋文化スポーツクラブ

“バンドリー”講座カレンダー 12月
講　座　名 対　象 日 時　間 場　所 会員参加費（いずれかを選択）

ふれあいバドミントン
（小学３年生以下は親同伴） 親子・一般

 3日㈭・１0日㈭
１7日㈭・24日㈭

１9：45～
　2１：00 舟橋小学校体育館 200円/回 500円/月

キッズ　　
スポーツ 年中・年長

 1日㈫・ 8日㈫
１7日㈫        

17：00～
　� 18：00 舟橋村役場 ３階 2,000円/月

※12日は親子体操です。
１2日㈯         10：00～

　� 11：00 舟橋中学校 格技室

フラダンス 一 般  2日㈬・ 9日㈬
１6日㈬        

１3：30～
　� １4：30 舟橋会館 研修室４ 500円/回

やさしいヨガ 一 般  １日㈫・１5日㈫
22日㈫        

１0：00～
　� １１：00 舟橋会館 大広間 300円/回

健康教室 一 般
 4日㈮          9：30～

　� １１：00
舟橋会館 研修室４

200円/回
18日㈮         舟橋会館 調理室・和室

リフレッシュ教室 一 般  3日㈫         １0：30～
　� １１：30 舟橋会館 研修室４ 200円/回

キンボール

小学生

 2日㈬・ 9日㈬
１6日㈬・23日㈬

１8：30～
　� 20：30

舟橋中学校体育館 200円/回 500円/月
 5日㈯・１9日㈯ １4：30～

　� １6：30

中学生以上

 2日㈬・ 9日㈬
１6日㈬・23日㈬

１8：30～
　� 20：30

舟橋中学校体育館 200円/回 500円/月
 5日㈯・１9日㈯ １5：00～

　� １8：30

会員限定

〈問い合わせ先〉▲

バンドリー事務局（舟橋文化スポーツクラブ）
　☎ 090－3298－1456▲
舟橋村教育委員会（舟橋会館内）　月～金 8：30～17：00
　☎ 464－1126

日時　12月12日㈯　８：30～
場所　舟橋中学校　体育館　　
参加費等は、チラシを参照ください。

キンボールスポーツ大会

歳末消防警戒の実施について 家屋を取り壊した方へのお知らせ

　年末年始は、例年火災の多発期となっ
ています。
　慌ただしい中でも、より一層火の元に
注意して火災を防ぎましょう。
　ストーブやガスコンロの取り扱い、タ
バコの火の始末などに特に注意してくだ
さい。

　住宅や倉庫など家屋の一部または全部を取り壊した場
合には、手続きが必要になります。
・登記のされている家屋を取り壊した場合
　法務局で滅失の登記をしてください。法務局より通
知が舟橋村に届きますので、それに基づき処理いたし
ます。（ただし、登記が12月末に間に合わない場合は、
滅失届を総務課に提出してください。）
・登記のされていない家屋の場合
　家屋の滅失届を年内に総務課に提出してください。
　また、固定資産税の課税の基準は毎年1月1日ですの
で、年の途中で（2月や3月）取り壊した場合でも、4月
からの固定資産税が課税されることになります。
問い合わせ先　総務課　喜田　☎ 464-1121

問い合わせ先　上市消防署舟橋分遣所
　　　　　　　☎ 464－1512

＜通常警戒＞
　12月21日㈪〜12月27日㈰
＜特別警戒＞
　12月28日㈪〜12月31日㈭
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Informationお知らせ

●
ご
注
意
く
だ
さ
い
●

立
山
舟
橋
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の

�

使
用
は
お
早
め
に
!!

�

12
月
27
日
㈰
ま
で

　
「
立
山
舟
橋
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
」
の

使
用
有
効
期
限
は
平
成
27
　
年
12
　
月
27
　
日
㈰

で
す
。

　
使
用
有
効
期
限
を
過
ぎ
た
商
品
券
の
使

用
お
よ
び
払
い
戻
し
は
で
き
ま
せ
ん
の

で
、必
ず
期
限
ま
で
に
ご
使
用
く
だ
さ
い
。 

　
問
い
合
わ
せ
先　
総
務
課　
加
藤（
穣
）

 

☎
４
６
４
―
１
１
２
１

小
中
学
校
臨
時
的
任
用

�

講
師
募
集
に
つ
い
て

　
小
中
学
校
で
、
臨
時
的
任
用
講
師
と
し

て
勤
務
で
き
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
平
成
28
年
度
か
ら
勤
務
で
き
る
方

も
募
集
し
て
い
ま
す
。

・
小
学
校
ま
た
は
中
学
校
の
教
員
免
許
を
お

持
ち
の
方
が
対
象
で
す
。（
免
許
更
新
に
該

当
す
る
方
は
、
更
新
済
み
で
あ
る
こ
と
）

　
問
い
合
わ
せ
先

　
　
東
部
教
育
事
務
所

 

☎
４
４
４
―
４
５
６
８

　
　
教
育
委
員
会　
老
田
（
千
）

 

☎
４
６
４
―
１
１
２
１

【
国
民
年
金
保
険
料
は

�

口
座
振
替
が
お
得
で
す

　
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
に
は
、
口
座

振
替
が
ご
利
用
に
な
れ
ま
す
。

　
口
座
振
替
を
ご
利
用
い
た
だ
く
と
、
保

険
料
が
自
動
的
に
引
き
落
と
さ
れ
る
の
で

金
融
機
関
な
ど
に
行
く
手
間
が
省
け
る
う

え
、
納
め
忘
れ
も
な
く
、
と
て
も
便
利
で

す
。

　
ま
た
、
口
座
振
替
に
は
、
当
月
分
保
険

料
を
当
月
末
に
振
替
納
付
す
る
こ
と
に
よ

り
、月
々
50
円
割
引
さ
れ
る
早
割
制
度
や
、

現
金
納
付
よ
り
も
割
引
額
が
多
い
６
ヶ
月

前
納
・
１
年
度
前
納
・
２
年
度
前
納
も
あ

り
、
大
変
お
得
で
す
。

　
口
座
振
替
を
ご
希
望
の
方
は
、
納
付
書

ま
た
は
年
金
手
帳
、
通
帳
、
金
融
機
関
届

出
印
を
持
参
の
う
え
、
ご
希
望
の
金
融
機

関
ま
た
は
年
金
事
務
所
へ
お
申
し
出
く
だ

さ
い
。

　
問
い
合
わ
せ
先

　
　
魚
津
年
金
事
務
所

 

☎
０
７
６
５
―
２
４
―
１
４
９
４

第67回　人権週間（12月4日～12月10日）

みんなで築こう　人権の世紀
－考えよう　相手の気持ち　育てよう　思いやりの心－

（啓発重点事項）
○女性の人権を守ろう
○子どもの人権を守ろう
○高齢者を大切にする心を育てよう
○障害のある人の自立と社会参加を進めよう
○同和問題に関する偏見や差別をなくそう
○アイヌの人々に対する理解を深めよう
○外国人の人権を尊重しよう
○ ＨＩＶ感染者やハンセン病患者等に対する偏見
をなくそう
○刑を終えて出所した人に対する偏見をなくそう
○犯罪被害者とその家族の人権に配慮しよう
○インターネットを悪用した人権侵害をなくそう
○ 北朝鮮当局による人権侵害問題に対する認識を
深めよう
○ホームレスに対する偏見をなくそう
○性的指向を理由とする差別をなくそう
○性同一性障害を理由とする差別をなくそう
○人身取引をなくそう
〇東日本大震災に起因する人権問題に取り組もう

【人権相談のご案内】
　毎日の生活の中でお困りのことや悩み事がある
ときには、お近くの人権擁護委員または法務局に、
お気軽にご相談ください。
◎富山地方法務局　人権擁護課
　所在　富山市牛島新町11－7（富山合同庁舎2階）
　（電話相談）
　　みんなの人権相談110番　 0570－003－110（ナビダイヤル）
　　子どもの人権110番　　　 0120－007－110（フリーダイヤル）
　　女性の人権ホットライン　0570－070－810（ナビダイヤル）
　（インターネット相談）
　大人用　https://www.jinken.go.jp/soudan/PC_AD/0101.html
　子供用　https://www.jinken.go.jp/soudan/PC_CH/0101.html
◎舟橋村の人権擁護委員
　竹澤　瑞子（竹内）、酒井　幸子（舟橋）
【人権相談所開設のご案内】
日時　平成27年12月4日㈮　13：00～16：00
場所　舟橋会館　2階和室
　人権週間の期間中、舟橋村保育所のみなさん（年
長児）の人権に関するぬり絵を舟橋会館に展示し
ます。ぜひご覧下さい。
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介
護
保
険
ア
レ
コ
レ

介
護
保
険
料
を
納
め
な
い
で

い
る
と
ど
う
な
る
の
？

　
特
別
な
事
情
が
無
い
の
に
保
険
料
の
滞

納
が
続
く
場
合
は
、
そ
の
期
間
に
応
じ
て

給
付
が
差
し
止
め
に
な
る
場
合
や
、
利
用

者
負
担
が
１
割
（
一
定
以
上
の
所
得
が
あ

る
方
は
２
割
）
か
ら
３
割
に
な
る
措
置
が

と
ら
れ
ま
す
。
保
険
料
は
、
必
ず
納
期
内

に
納
め
ま
し
ょ
う
。

○ 

納
期
を
過
ぎ
た
場
合
は
、
督
促
状
が
発

送
さ
れ
、
督
促
手
数
料
や
延
滞
金
を
徴

収
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

➡

○ 

１
年
以
上
滞
納
し
た
場
合
は
、
介
護

サ
ー
ビ
ス
利
用
料
が
一
旦
全
額
利
用
者

負
担
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

➡

○ 

１
年
６
カ
月
以
上
滞
納
し
た
場
合
は
、

一
時
的
に
介
護
給
付
費
が
差
し
止
め
に

な
り
ま
す
。
な
お
、
滞
納
が
続
く
場
合

は
差
し
止
め
ら
れ
た
介
護
保
険
給
付
額

か
ら
滞
納
分
を
控
除
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

➡

○ 

２
年
以
上
滞
納
し
た
場
合
は
、
滞
納
し

て
い
る
期
間
の
長
さ
に
応
じ
て
、
一
定

期
間
保
険
給
付
の
割
合
が
７
割
に
引
き

下
げ
ら
れ
る
（
利
用
者
負
担
が
３
割
に

引
き
上
げ
ら
れ
る
）
ほ
か
、
高
額
介
護

サ
ー
ビ
ス
費
等
の
支
給
が
受
け
ら
れ
な

く
な
り
ま
す
。

◆ 

12
月
の
保
険
料
（
65
歳
以
上
の
方
）

・
特
別
徴
収　
第
５
期　
12
月
の
公
的
年

金
支
払
い
時
に
天
引
き
さ
れ
ま
す
。

・
普
通
徴
収　
第
６
期　
12
月
25
日
㈮
納

期
限（
口
座
振
替
に
よ
る
納
付
の
方
は
、

残
高
の
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。）

　
問
い
合
わ
せ
先

　
　
中
新
川
広
域
行
政
事
務
組
合

 

介
護
保
険
課 

☎
４
６
４
―
１
３
１
６

“
30
歳
の
同
窓
会
in
と
や
ま
”

�

の
開
催
に
つ
い
て

　
富
山
県
出
身
の
30
～
32
歳
の
方
々
等
を

対
象
に
、「
30
歳
の
同
窓
会
in
と
や
ま
」

が
開
催
さ
れ
ま
す
。
地
元
回
帰
へ
の
想
い

を
深
め
て
も
ら
う
と
と
も
に
、
Ｕ
タ
ー
ン

就
職
や
移
住
に
つ
い
て
の
セ
ミ
ナ
ー
、
個

別
相
談
会
を
実
施
し
、
Ｕ
タ
ー
ン
の
き
っ

か
け
づ
く
り
と
す
る
も
の
で
す
。

開
催
日　
平
成
27
年
12
月
29
日
㈫

開
催
場
所

　
と
や
ま
自
遊
館

　
　
第
1
部　
11
時
～
13
時
30
分

　
オ
ー
ク
ス
カ
ナ
ル
パ
ー
ク
ホ
テ
ル

　
　
第
２
部　
13
時
～
15
時

内　
　
容

第
1
部　

Ｕ
タ
ー
ン
就
職
セ
ミ
ナ
ー
、

個
別
相
談
会

第
２
部　
知
事
あ
い
さ
つ
、
ス
ペ
シ
ャ

ル
ゲ
ス
ト
に
よ
る
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

※ 

第
2
部
へ
の
応
募
は
、
昭
和
58
年
４
月

2
日
～
昭
和
61
年
４
月
1
日
生
ま
れ
の

方
に
限
り
ま
す
。

参
加
費

　
第
2
部　
３
、０
０
０
円（
第
1
部
は
無
料
）

申
込
期
限　
12
月
18
日
㈮

参
加
申
込　

http://dousoukai.toyama.jp

　
問
い
合
わ
せ
先

　
　
富
山
県
地
域
振
興
課

 
☎
４
４
４
―
４
４
９
６

民
間
委
託
訓
練
の

�

受
講
生
募
集
に
つ
い
て

　
再
就
職
を
め
ざ
す
求
職
者
の
方
を
対
象

に
職
業
訓
練
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
入
所

を
希
望
さ
れ
る
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

募
集
訓
練
科

■
３
次
元
Ｃ
Ａ
Ｄ
技
術
者
養
成
科

・
訓
練
場
所
〔
問
い
合
わ
せ
先
〕

　
株
式
会
社
ス
キ
ル
（
富
山
市
）

 

☎
４
３
1
―
０
４
３
２

・
訓
練
期
間

　
平
成
28
年
2
月
2
日
㈫
～
８
月
1
日
㈪

・
募
集
締
切　
平
成
28
年
１
月
18
日
㈪

・
対
象
者　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
求
職
の
申

し
込
み
を
し
て
い
る
方
等
。

※
選
考
が
あ
り
ま
す
。

※
受
講
料
は
無
料
、
テ
キ
ス
ト
代
等
は
必

要
で
す
。

　
問
い
合
わ
せ
先

　
　
滑
川
公
共
職
業
安
定
所

 

☎
４
７
５
―
０
３
２
４

　
　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
富
山

 

☎
０
７
６
６
―
２
８
―
６
９
０
０
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常願寺ハイツ　冬の特別教室
№ 教　室 日　　時 内　　容 定 員 対　象 費　　用

① 親子ふれあいプール教室

1月20、27、2月17、24日、3月9、
23日㈬
1月15、22日、2月5日、19日、3月4、
18日㈮
10:15～12:15

親子のスキンシップを目的
としたプール教室です。親
子での体操やプールプログ
ラムで、楽しい時間を過ご
します。

各日
20組

6ヶ月～3
歳のお子
様と保護
者

各日　1組1,080円（税
込み）
※利用料が別途　大人
380円、小人110円
必要

② 冬の短期水泳教室2015
12月25日㈮～ 27日㈰　3日間
8:50～10:00（体操含む）

水泳体験コース　①楽しい
水遊び　②初心者でも安心
の泳力別練習　③のびのび
フリータイム

40名 3歳～小学
生

1名4,320円
（プール利用料含む）

③ 女性限定短期水泳教室
1月18、25日、2月1、8、15、22日、
3月7、14、28日㈪
13:30～14:45

冬の健康づくり、肥満解消
に水泳を！まずは、水慣れ、
浮き方、進み方、呼吸練習
など。 各10名

18歳以上
の女性水
泳初心者

各12,960円（税込み）
※毎回プール利用料別
途380円必要

④
中高年からの
らくらく短期
水泳教室

水曜：1月13、20、27日、2月3、10、
　　　17日、3月2、9、16日㈬
　　　13:30～14:45
木曜：1月14、21、28日、2月4、18、
　　　25、3月3、10、17日㈭
　　　13:30～14:45

中高年水
泳初心者

⑤ 成人短期水泳教室
1月18、25日、2月1、8、15、22日、
3月7、14、28日㈪
19:15～20:30

仕事帰りの時間を利用して
水泳にチャレンジします。

18歳以上
水泳初心
者

⑥ スイミングスクール体験
12月～3月各スイミングスクール
（ジュニア、大人）
※ジュニアは、12月、2月のみ体験可能

各種スイミングスクールを
体験していただきます。

各日2名
程度  　

各スクー
ルの対象
に準ずる。

体験１回分1,080円（税
込み）と別途プール利
用料（小人110円、大
人380円）
※お一人様一回のみの
体験です。

問：常願寺ハイツスポーツ公園　☎ 462 ー 1164　12月2日㈬13:30から電話で予約受付
申：①⑥は参加当日常願寺ハイツフロントで、参加費をお支払いください。③④⑤は、教室開始日までに常願寺ハイツフロントで、参加
費を添えてお申し込みください。※②は12月14日㈪までに常願寺ハイツフロントで、参加費を添えてお申し込みください。（申し込み順）

入札結果を公表します（金額は税込）
件　　　名 落札業者 落札金額

11月  5日 稲荷地区排水対策工事 ㈱森崎 1,749,600円
  問い合わせ先　総務課　☎ 464－1121

放
送
大
学
４
月
入
学
生
募
集

�

学
ぶ
。
世
界
が
変
わ
る
。

放
送
大
学
は
、
Ｂ
Ｓ
デ
ジ
タ
ル
放
送
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

マ
イ
ペ
ー
ス
に
学
べ
る
通
信
制
の
大
学
で
す
。

■
学
ぶ
意
欲
が
入
学
資
格
。
学
力
試
験
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
大
学
卒
業
（
学
位
取
得
）
や
資
格
取
得
を
目
指
せ
ま
す
。

■ 

多
彩
な
約
３
０
０
も
の
科
目
が
あ
り
、
１
科
目
か
ら
で
も

学
べ
ま
す
。
学
ぶ
目
的
に
応
じ
て
選
択
で
き
ま
す
。

■ 

授
業
料
は
１
科
目
１
１
、
０
０
０
円
。
負
担
が
少
な
い
授

業
料
が
魅
力
で
す
。 

■ 

放
送
大
学
大
学
院
で
も
学
べ
ま
す
。（
博
士
・
修
士
の
学

位
取
得
を
目
指
す
方
は
、
出
願
期
間
等
別
途
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
）

○
出
願
期
間

　
平
成
27
年
12
月
１
日
～
平
成
28
年
3
月
20
日
必
着

○
資
料
請
求
（
無
料
）・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
放
送
大
学 

富
山
学
習
セ
ン
タ
ー
（
富
山
県
立
大
学
内
）

　
　
〒
９
３
９
―
０
３
１
１ 　
射
水
市
黒
河
５
１
８
０

　
　
☎
０
７
６
６
―
５
６
―
９
２
３
０

　
　
放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://w

w
w
.ouj.ac.jp/
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行　　　事 対　象　者 実 施 期 日 受 付 時 間 場　　所 備　　　考

メ タ ボ 快 笑！
毎日快腸！教室

・健康に関心のある方
・定期的に運動をした
い方

12月  4日㈮
12月18日㈮ 午前9：00～11：00 舟 橋 会 館

・村の保健指導対象者の方以
外は参加費が必要です
・詳細は、保健師までお問い
合わせください

１ 歳 ６ か 月 児
歯 科 健 康 診 査
むし歯予防教室

・12月1月の1歳6か月
児健診対象の方
・フッ素塗布希望の方

12月  7日㈪ 午後1：10～1：40 舟 橋 会 館

・健診対象の方にはご案内し
ます
・母子健康手帳、問診用紙を
ご持参ください
・歯をみがいてきてください

健 康 相 談
（担当：保健師・管理栄養士）

相談を希望される方 12月11日㈮
12月25日㈮ 午後1：30～3：30 舟 橋 会 館 予約は不要です

お気軽にお越しください

乳 幼 児
健 康 診 査

･4か月児のお子さん
･1歳6か月児のお子さん 12月16日㈬ 午後1：00～1：30 舟 橋 会 館

・対象の方にはご案内します
・母子健康手帳、健診票をご
持参ください

子 育 て 相 談
（担当：心理相談員）

相談を希望される方 12月16日㈬ 午後1：30～3：30 舟 橋 会 館 予約は不要です
お気軽にお越しください

母 乳 育 児 相 談
（担当：助産師）

相談を希望される方 12月16日㈬ 午後1：30～3：30 舟 橋 会 館 予約は不要です
お気軽にお越しください

３歳児健康診査 平成24年8月生まれの
お子さん 12月24日㈭ 午後1：00～1：30 上市町保健福祉

総合センター
・対象の方にはご案内します
・母子健康手帳、健診票等を
ご持参ください

高齢者用肺炎球菌
予 防 接 種

・65・70・75・80・
85・90・95・100
歳の方
・60歳以上65歳未満
で心臓や腎臓に重い
病気のある方

3月31日㈭まで 中 新 川 郡 の
指定医療機関

・接種を希望される方は、接種券
と個人負担金2,500円を持参し、
指定医療機関で接種してくださ
い（生活保護世帯は無料です）

※対象者は、平成28年4月1日まで
に左記の年齢に達する方です

インフルエンザ
予 防 接 種

・65歳以上の方
・60歳以上65歳未満
で心臓や腎臓に重い
病気のある方

11月  2日㈪～ 12月28日㈪ 中 新 川 郡 の
指定医療機関

・接種を希望される方は、接
種券と個人負担金1,400円
を持参し、指定医療機関で
接種してください（非課税･
生活保護世帯は無料です）

【問い合わせ先】生活環境課　保健師まで　☎４６４－１１２１

健康診査・教室・予防接種等のお知らせほけんだより

　
肺
炎
の
多
く
は
、
適
切
な
治
療
を
行
う
こ
と
で
完
治
で
き
る
病
気
で
す
が
、

治
療
が
遅
れ
る
と
重
症
化
し
、
命
に
か
か
わ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
肺
炎
は
、
日
本
人
の
死
亡
原
因
の
第
3
位
で
あ
り
、
肺
炎
で
死
亡
す
る
患
者

さ
ん
の
9
割
以
上
が
65
歳
以
上
の
高
齢
者
で
す
。
舟
橋
村
で
は
平
成
25
年
の
死

亡
原
因
の
第
3
位
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
肺
炎
が
疑
わ
れ
る
時
は
、
早
め
に
病
院
・
診
療
所
を
受
診
し
て
治
療
を
受
け

る
こ
と
が
重
要
で
す
。

《
症
状
》

　
高
熱
、
咳
・
痰
、
胸
が
苦
し
い
（
呼
吸
困
難
）、
胸
が
痛
む
（
胸
痛
）、
食
欲

不
振
、
倦
怠
感
や
悪
寒
、
筋
肉
痛
、
関
節
痛
、
頭
痛
な
ど
の
症
状
が
1
週
間
以

上
続
い
た
場
合
は
肺
炎
の
疑
い
が
あ
り
ま
す
。
た
だ
し
高
齢
者
の
場
合
は
、
こ

れ
ら
の
症
状
が
出
ず
、
元
気
が
な
か
っ
た
り
食
欲
が
な
い
だ
け
の
こ
と
も
あ
る

の
で
、
注
意
が
必
要
で
す
。

《
治
療
》

・
薬
物
治
療
は
、
処
方
さ
れ
た
薬
の
量
と
服
用
期
間
は
守
り
ま
し
ょ
う
。

・
体
力
・
抵
抗
力
を
高
め
る
た
め
に
も
、
保
温
し
て
安
静
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
熱
や
食
欲
不
振
に
よ
る
脱
水
症
状
を
防
ぐ
た
め
、
水
分
を
十
分
に
補
給
し
ま

し
ょ
う
。

・
栄
養
も
し
っ
か
り
と
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

《
生
活
の
中
で
心
が
け
る
こ
と
》

　
予
防
が
第
一
で
す
。
体
力
や
抵
抗
力
を
落
と
さ
な
い
よ
う
、
体
調
管
理
に
気

を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　
肺
炎
の
多
く
は
、
か
ぜ
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
っ
た
あ
と
に
起
こ
り
ま

す
。
ま
ず
は
、
か
ぜ
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
ら
な
い
よ
う
、
う
が
い
や
手

洗
い
、
マ
ス
ク
な
ど
の
予
防
を
し
っ
か
り
行
い
ま
し
ょ
う
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

ワ
ク
チ
ン
の
接
種
も
有
効
で
す
。

　
問
い
合
わ
せ
先　
生
活
環
境
課　
保
健
師　
☎
４
６
４
―
１
１
２
１

テ
ー
マ

肺
炎
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
！

ミ
ニ
け
ん
こ
う
広
場 

�
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こんにちは図書館です
☎・FAX：463－5831　開館時間：平日 10：00～19：00（11月～3月は10：00～18：00）　土・日 10：00～17：00

休 館 日：月曜日・祝日・毎月最終木曜日・蔵書点検日   　　　　

新 着 図 書

・皇后の真実  工藤　美代子
・骨ストレッチダイエット
　－１日５分で痩せるクビれる背がのびる！－
  松村　　卓
・昭和の暮らしで写真回想法（家事と娯楽）
　（農・山・漁の仕事）  鈴木　正典

・この世にたやすい仕事はない  津村　記久子
・わが心のジェニファー  浅田　次郎
・天国でまた会おう  ピエール・ルメートル
・評伝・河野裕子
　－たっぷりと真水を抱きて－  永田　　淳

・まほうのれいぞうこ  さいとう　しのぶ
・ぼくらちきゅうじんだいひょう
  よしなが　こうたく
・べんり屋、寺岡の冬。  中山　聖子
・つんつくせんせいとかさじぞう
  たかどの　ほうこ

一般書

小説・エッセイ

児童書

その他多数新着図書あります。

ようこそ 子育て支援センター『ぶらんこ』へ
利用時間：平日９時～16時　　場所：役場２階　　☎464－1121（内線45）

12月のさくらんぼくらぶも

� おたのしみがいっぱい♪

　10日は久保先生のベビーマッサージです。
親子でゆったり、ふれあいの時間を過ごしま
しょう。
　17日は、みんなのおたのしみ、 クリス
マス会
　ぶらんこ初のクリスマス会には…特別なサ
ンタクロースがやって来るよ！お楽しみに!!

ぶらんこの利用時間は平日の９時～16時だよ！
毎日10時半からの「ぶらんこタイム」では保育
士スタッフと一緒に手遊びやリズム体操などを
やっています♪
毎週木曜日のぶらんこタイムは、みんなのお楽し
み“さくらんぼくらぶ”！みんなで遊びにきてね♪

おはなし会
◦イソップの会　おはなし会
　12月19日㈯　午後 ２ 時～
◦ちっちゃな ちっちゃな おはなし会
　12月13日㈰　午前11時～
　12月20日㈰　午前11時～
　12月27日㈰　午前11時～

年末年始の休館のお知らせ

12月28日㈪～1月４日㈪

12月のさくらんぼくらぶ

３日　ホールで遊ぼう
10日　ベビーマッサージ
17日　ぼすい広場・ クリスマス会
24日　ホールで遊ぼう

京
きょう

角
ず み

　 陸
りく

くん
� （竹内）

川
かわ

﨑
さ き

悠
は る

希
き

くん
� （国重）

11月に１歳６か月児
健康診査を受けたお友達
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ざ
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芸
㈱

広
報
 ふ
な
は
し
  12月

号

編
集
後
記

　
こ
の
度
「
広
報
ふ
な
は
し
」
は
第
５
０
０
号
と
な
り

ま
し
た
。
表
紙
は
、
舟
橋
村
保
育
所
の
子
ど
も
達
と
先

生
の
皆
さ
ん
で
数
字
の「
５
０
０
」を
作
っ
て
も
ら
い
、

そ
の
周
り
に
は
朝
顔
の
葉
の
よ
う
な
舟
橋
村
の
形
を
ラ

イ
ン
で
描
い
て
い
ま
す
。（
ち
ょ
っ
と
わ
か
り
に
く
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
。）

　
昭
和
31
年
６
月
１
日
に
第
１
号
「
村
報
ふ
な
は
し
」

が
発
行
さ
れ
、
村
報
創
刊
の
協
議
会
で
「
老
若
男
女
誰

で
も
親
し
み
読
め
る
よ
う
な
編
集
を
し
て
欲
し
い
」
と

要
望
が
あ
っ
た
と
の
事
（
第
１
号
よ
り
）。
現
在
も
そ

の
要
望
に
沿
え
る
よ

う
心
が
け
て
お
り
ま

す
。

　
今
後
と
も
「
広
報

ふ
な
は
し
」
を
、
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

総
務
課　
老
田（
千
）

村の人口（11月１日現在）
前年同月

人口 3,021 （－3） 3,077
男 1,468 （＋2） 1,493
女 1,553 （－5） 1,584
世帯数 1,002 （±0） 1,005

（　　）は前月比

お
し
あ
わ
せ
に

細
川　
直
人 

（
国　
重
）

大
川　
直
子 

（
射
水
市
）

（
問い合わせ先　生活環境課　田中（宏）　☎464－1121

12 月 納 税
国民健康保険税　６期分
後期高齢者医療保険料　６期分
水道料
お支払は便利な口座振替を

ご利用ください

平成27年12月ごみ収集日表 ゴミ収集を次のとおり実施しますのでご確認ください。

日 月 火 水 木 金 土
1
プラスチック製
容器包装

2

燃やせるごみ
3

燃やせないごみ
4

燃やせるごみ
5

6 7

燃やせるごみ
8
プラスチック製
容器包装

9

燃やせるごみ
10

びん・缶
11

燃やせるごみ
12

13 14
燃やせるごみ
剪定枝回収

15
プラスチック製
容器包装

16

燃やせるごみ
17

燃やせないごみ
18

燃やせるごみ
19

20 21

燃やせるごみ
22
プラスチック製
容器包装

23

天皇誕生日
24 びん・缶
ペットボトル
紙製容器包装

25

燃やせるごみ
26

27 28
燃やせるごみ
剪定枝回収

29 30 31 1/1

元　旦
2

※ごみの分別方法は「家庭ごみの出し方」でご確認ください。
※23日㈬、30日㈬の「燃やせるごみ」、29日㈫の「プラスチック製容器包装」の収集はありません。
※ごみは、収集日当日朝８時までに、決められた場所へ出して下さい。

【 おめでた／おしあわせに／おくやみ】
欄について
　広報ふなはしの「おめでた／おしあわせに／
おくやみ」欄は、プライバシー保護のため、ご
本人・ご家族からの依頼があった方のみ掲載し
ております。掲載を希望される方は、届出の際
に窓口で申し出てください。

お
め
で
た

●

稲
垣　
友
平　

 
楓
真 　
（
舟　
橋
）

雪と汗のひとかき運動
　富山県は、駅やバス停付近等、多くの方が利用される
県道歩道上にスコップを配置し、近隣の方や道行く方に
除雪の協力をお願いする「雪と汗のひとかき運動」を実
施します。舟橋村では越中舟橋駅前の
歩道上にスコップ２本が配置されます
ので、皆様のご理解とご協力をお願い
いたします。

お問い合わせ先
　富山県立山土木事務所道路班　☎463－6169
　舟橋村役場生活環境課　前原　☎464－1121
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